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担当教員名 ICT活用
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2025年度 都城キャンパス 環境園芸学科

中等教科教育法・理科Ⅱ 講義

410640 4単位 3 ○ ○

山根　研一 ○

担当教員、山根は公立中学校理科の教員として２１年の経験を有します。そこで、自らの中学校での授業経験、宮崎大学附属中
学校での教育実習生への指導経験を生かし、将来、理科の中学校の教員を目指す学生に、教員としての資質や学習指導要領に基
づいた理科教育に関する知識・技術等を育成することはもとより、学校現場での授業における指導力や理科教育で目指す力を培
える指導力の育成を目的として講義や演習を行います。

「中等教科教育法・理科Ⅰ」の受講が望ましいです。理科Ⅰの第１回から第６回の内容は、理科Ⅱにも共通するもので、この講
義を受講していることを前提に進めていきます。

授業計画に示した項目や内容は、学生の学びの状況を確認しながら、その指導順序や指導に要する時間を変更することがありま
す。授業では、中学校学習指導要領解説理科編の各項目、内容と、その内容を習得させるために、中学校の授業で使用する中学
校理科の教科書を用い、毎回アクティブラーニング的な学びや学生自らが主体的に活動するすることを意識した授業を行い、実
践力を養います。模擬授業では、パソコンの利用、実物提示、ワークシート（レポート）の作成など、教材に工夫を凝らしたも
のになるように指導します。模擬授業後は、ミーティング形式の授業反省を行い、授業改善の手立てとします。　

中学校教員の職務内容を理解する。

中学校学習指導要領解説理科編の理解１　総説

中学校学習指導要領解説理科編の理解２　理科の目標及び内容（教科の目標・各分野の目標及び内容［第１分野］）

中学校学習指導要領解説理科編の理解３　理科の目標及び内容（各分野の目標及び内容［第２分野］）

中学校学習指導要領解説理科編の理解４　理科の目標及び内容（各分野の目標及び内容［第１分野・第２分野・まとめ］）

中学校学習指導要領解説理科編の理解５　指導計画の作成と内容の取り扱い（指導計画作成上の配慮事項）

中学校学習指導要領解説理科編の理解６　指導計画の作成と内容の取り扱い（内容の取り扱いについての配慮事項）

中学校学習指導要領解説理科編の理解６　指導計画の作成と内容の取り扱い（内容の取り扱いについての配慮事項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事故防止、薬品などの管理及び廃棄物の処理

中学校学習指導要領解説理科編の理解７　付録　１・２・３

中学校学習指導要領解説理科編の理解８　付録　４・５・６

中学校理科授業の改善１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

中学校理科授業の改善２ 板書計画・発問計画・学習指導案.

中学校理科授業の改善３ 学習指導案の作成・検討（個人）

中学校理科授業の改善４ 学習指導案の検討・改善（個人）

中学校理科授業の改善５ 学習指導案の検討　（各グループ）

中学校理科授業の改善６ 学習指導案による模擬授業　（グループ　１）

中学校理科授業の改善７ 学習指導案による模擬授業　（グループ　２）

教育機器を活用した理科授業１ 学習指導案における効果的な活用方法

教育機器を活用した理科授業２ 学習指導案による機器を活用した模擬授業　（グループ　１）

教育機器を活用した理科授業３ 学習指導案による機器を活用した模擬授業　（グループ　２）

教育機器を活用した理科授業4 学習指導案による機器を活用した模擬授業　（グループ　3）

年間指導計画の作成1 個人による検討



第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業の達成目標

学位授与方針(DP)との関
連

授業時間外学習【予習】

授業時間外学【復習】

課題に対するフィードバ
ック

評価方法・基準

テキスト

参考書

備考

年間指導計画の作成1 グループによる検討

観察・実験の指導の実際　　実験班における指導上の留意点

観察・実験の指導の実際１ 観察・実験における指導案作成（各グループ）

観察・実験の指導の実際２ 観察・実験の模擬授業　（グループ　１）

観察・実験の指導の実際３ 観察・実験の模擬授業　（グループ　２）

中学校理科における評価の在り方・生かし方

中学校理科における評価の在り方・評価の生かし方
中学校理科教育における基礎・基本の定着

発展的な学習発展的な学習の指導　　
講義のまとめ　（これからの中学校理科教育）　　
　　

１．　教員としての必要な資質を身につける。
２．　中学校学習指導要領に示された理科の目標・内容や全体構造を理解する。
３．　中学校学習指導要領に示す理科を学ぶ意義を理解して授業設計ができる。
４．　中学校学習指導要領理科に示す指導上の留意点を理解して授業に生かすことができる。
５．　中学校学習指導要領理科に示す学習評価の考え方を理解して評価に生かすことができる。
６．　小・中学校理科の概要を理解し、関連を重視しながら年間計画・単元計画・授業設計ができる。
７．　発展的な学習内容について探求し、指導に位置づけることができる。
８．　生徒の「知識・技能」、「理解力・思考力・判断力」の実態を踏まえた授業設計ができる。
９．　観察・実験や教育機器を活用した授業設計ができる。
１０．年間指導計画・単元計画・学習指導案が作成できる。
１１．学習指導案に沿った模擬授業を行い、授業改善に取り組むことができる。
１２．小中学校理科の指導と関連する学習に関心を持ち、自ら学ぶ意欲を高める

1.知識・理解を応用し活用する能力－(1)／1.知識・理解を応用し活用する能力－(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力－(2)
／3.人間力、社会性、国際性の涵養－(1)／3.人間力、社会性、国際性の涵養－(4)／3.人間力、社会性、国際性の涵養－(5)

授業プランとして、具体的な指導案を作成するために、中学校学習指導要領解説理科編とその内容を指導するための中学校理科
の教科書を読み込み、内容を対比させながら教材研究を行い、授業に望むこと。（６０分）

授業を振り返り、その要点を整理（まとめ）し、その学習内容を理解すること。（６０分）

学習指導要領が示す指導内容が学習指導案や模擬授業に反映されているかを確認し、学習に生かします。
模擬授業後はミーティング形式の授業反省を行い、授業改善の手立てとします

授業等・・・授業態度・模擬授業への取り組み（５０点）
学習指導案（３０点）
レポート・ワークシート（２０点）

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説　理科編　文部科学省
中学校理科用教科書「未来へ広がるサイエンス」１年・２年・３年　啓林館

小学校理科用教科書　３年・４年・５年・６年
その他、必要に応じて授業で紹介します。


